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 研究の進捗発表（ジュニア（⼤学 1〜3 年⽣），新規発表） 

CEFR 読解指標に基づく⽇本語例⽂の⾃動分類 Web アプリケーション開
発について 
 
CAO HOAI GIANG（静岡⼤学情報学部情報科学科）， 
宮崎佳典（静岡⼤学学術院情報学領域）， 
⾕誠司（常葉⼤学外国語学部） 
 

2017 年に CEFR（⾔語能⼒の国際基準）の最新バージョン，CEFR Companion 
Volume が公開され，Pre-A1 レベルが追加された．⼀⽅で⽇本語教育に向けた CEFR
の研究は少なく，⽇本語 CEFR 準拠テキストコーパスも⾒当たらない．その理由で本
研究では，コーパスを作成する際，例⽂に CEFR の読解⼒を表す CDS（能⼒記述⽂）
を付与する労⼒を軽減し，⾃動分類の実装に取り組んでいる．分類には Support Vector 
Machine と Random Forest アルゴリズムを適⽤し，例⽂の特徴量の計算⼿法などを改
良することで，より効率的に機械学習させるよう試みる．また，新しく開発した特徴量
の効果を先⾏研究の分類システムと⽐較することで，本研究のシステムの優位性を導く
ことを⽬的とする．これに合わせて先⾏研究のウェブアプリケーションについてもさら
に実装を重ねていく． 


